
 
 
 
 ６月 12 日（水）、生徒総会を開催しました。 
 本年度の主な議題は「地域の課題を解決するために、何が 
できるか」と「生徒規則 頭髪・服装について」です。 
「地域の課題」については、「町にゴミが多いので無くそう！」 
「地域の人と関わる機会が少ないので、もっと増やそう！」 
「公共の場をもっと美しい環境にしよう！」など、数多くの積極 
的な意見が出されました。 
 評価すべきことは、自分事の発言が会場である体育館に飛び 
交ったということです。往々にして「○○してほしい」という発言 
が多くなることがありますが、私たちができる課題解決の意見と 
方法を模索する姿に頼もしさを感じました。 

総会の終わりに生徒会長の山村君は「地域課題を解決すること 
で、住み続けたくなる由宇、訪れたくなる由宇になるはず」と締めくくりました。 

８月 22 日（木）の午前中、地域の大人と由宇の児童生徒の代表者が膝を交えて話し合
う「拡大熟議」を予定しています。「熟議」を経て、地域とともに行動のうねりが起こる
予感を感じる生徒総会でした。 
 
 

令和６年度 由宇中学校 学校だより 

 
 
 

学校教育目標：夢や希望をもち、主体的に学び、たくましく伸びていく由宇っ子の育成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

６月 22 日（土）、PTA スポーツ大会を行い
ました。 

PTA 事業・研修部の皆様がお世話してくださ
り、昨年に引き続きソフトバレーボールを楽し
みました。４チームリーグ戦のどのゲームも 
白熱。さわやかな汗と 
ともに親睦を深める 
ことができました。 
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由宇中 HP を 
ご覧ください。 

ＰＴＡスポーツ大会を開催！！ 

「地域を愛する心」を育む 

「由宇町が好きですか？」の質問について 

約８割の生徒が「好き！」と挙手しました。 



 
 
 

 本年度の講師は、皆様ご存知の由宇亭拓の輔さんをお招きし
ました。拓の輔さんは、本校「結愛ネット協議会」の会長をお
務めいただいている 塚田 拓司 様です。 
 演目は「親の背中」。面白おかしく人情味あふれる噺から、
家族の絆や言葉の大切さを気付かせていただきました。また、
講演会では、言霊を取り上げ、言葉には良くも悪くも、相手に
大きな影響を与える力があることを示唆いただきました。 
 今回は、保護者だけで 
なく、多くの地域の方も 
ご来場くださり、土曜日 
の楽しいひと時を一緒に 
過ごすことができました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

日 曜 ７月の主な予定 

１ 月 期末テスト 

２ 火 期末テスト、専門委員会 

３ 水 子どもの学びプロジェクト会議 

５ 金 
クラスマッチ（１年生） 

全校集会 

７ 日 遊♡愛サロン訪問 

８ 月 
クラスマッチ（２年生） 

学校保健安全委員会 

10 水 体育祭係決め 

11 木 クラスマッチ（３年生） 

14 日 岩国地区吹奏楽サマーコンサート 

15 月 海の日 

16 火 保護者懇談会 

17 水 保護者懇談会 

18 木 保護者懇談会 

19 金 終業式 

 

先日、地域の方から、お電話をいただきました。 

「夕方、９０歳になる家族が自宅前の坂道で、転

倒して困っていたところ、３人の女子中学生が助

け、起こしてくださいました。」 

「名前も聞いていませんでしたが、由宇中の生

徒さんということは分かりましたので、改めて、感謝

の気持ちをお伝えしたくて、連絡いたしました。」 

後日、１年生の３人ということが分かり、様子を

聞いたところ、「突然でしたが『おばあちゃんを助

けないと』と自然に身体が動いていました。」と答

えてくれました。 ３人の優しさに、拍手を贈ります。 

とってもいい話 

６月 22日（土）人権教育参観日並びに人権教育講演会を開催しました。 

左から、Ａさん、Ｍさん、Ｍさん 

【生徒の感想から（抜粋）】 

〇 小学校で聴いたけど、何度聴いても面白いなと思いました。人権では言葉のキャッチボールなどわかりや

すいフレーズを使って理解しやすかったです。 

〇 「コミュニケーションはキャッチボールである」という言葉を意識しながら今後の学校生活にも生かして

いきたいです。 

〇 「親の背中」が漫画になって欲しいくらい面白かったので、また聞きたいです。 

〇 落語は面白くないとずっと思っていたけど、いざ初めて落語を聞いてみると面白くてびっくりしました。

これから友達や周りの人との言葉のキャッチボールを大切にして生活していきたいです。 

来場された保護者、地域の皆様 

演目：親の背中 

生徒に質問する拓の輔さん 


